
いろいろな本を読みなさいとすすめられることは少な

くない。しかし，具体的にどのような本を読んだらよい

のだろうか。特に小説などの物語文は，語彙や文章技術

の習得を超えて，人格の涵養に資するもの，人生の知恵

を学べるものとされる一方で，どのようなものを読むべ

きかの指針はまちまちである。

学習指導要領では，小学校の段階から幅広くさまざま

な種類の文章を読むことが求められている。例えば，国

語の小学校指導要領（文部科学省, 2017）では，第１学年

及び第２学年の目標に「読書に親しみ、いろいろな本が

あることを知る」ことが示されている。国語教育の側面

からは，手軽に読めるような話題の本だけでなく，ノン

フィクションや論説，読み応えのある小説など幅広い

ジャンルに目を向けさせる指導が必要である（青山,

2020）。

しかし，小学生においても中学生においても社会科学

や哲学に関する本に比べると娯楽要素の強い文学の本が

多く読まれている（総合学力研究会, 2006）。また，三根

（2018）は，高校図書館の貸出実態をまとめ，貸し出し件

数は漫画や「ライトノベル」が３分の２，残りの３分の

１が児童文学の流れを組むものやベストセラー小説であ

るとしている。このようにみると幅広いジャンルに目を

向けさせるという目標は十分に達成できていない。

加えて，文学作品に関するジャンル分けが明確に示さ

れていないという現状もある。岸（2019）は読みに影響

する要因としてジャンルを取り上げている。そこでは，

ノンフィクションなど説明的な文章のジャンルは詳述さ

れているが，文学的な文章のジャンルは詳しく示されて

いない。現行の教科書でも読書案内というかたちで文学

作品が紹介されているが，ファンタジーと小学生の日常

を描いた作品が混在しているなど，どのようにジャンル

分けがなされているのか明確ではない。

人格の涵養に資するもの，人生の知恵を学べるものと

される物語文の中で，不足していると考えられる内容を

教材として提示するためには，読者が小説や物語から何

を見出しているのか，もしくは見出していないのかを把

握しなければならないだろう。そこで本研究では，物語

のジャンルという観点から読者は内容をどのように認識

しているのか明らかにすることを目的とした。

文章の「ジャンル」

文章や図書を分類するためにさまざまな基準が用いら
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れている。林（1977）によると分類の仕方には大きく分

けて形式による分類，機能による分類，内容による分類

がある。

形式による分類には，韻律性（散文，韻文），文末表現

（敬体，常体），文字の相違（漢字，かな文，混用文）と

いったように形態によるものや，記載様式，語彙，個性

などが反映される文体によるもの，そして，起承転結，

序論・本論・結論といったように構造によるものが含ま

れる。機能による分類は，言語のもつ機能が実用的機能

（手段的機能），社交的機能，鑑賞的機能に分けられると

いう観点に基づくもので，どういった立場からどのよう

な立場へ，何を目的としてその文章・図書が作成されて

いるのかによって分類している。そして文章の内容によ

る分類について，林（1977）は明治期以降に素材や表現

の対象によって記事文，叙事文，説明文，議論文，叙情

文などがあるとしている。

作文教育においても機能による分類が重要な基準と

なっている例がある。鄭（2019）は日本と中国の作文教

育におけるジャンルを議論するにあたり，国語科教育や

作文指導に関連する辞典の中のジャンルの扱い方につい

てまとめている。それによると，日本の辞書においては

半数以上が「ジャンル」を項目として取り上げており，

その内容を分析するとジャンルの機能と用途の側面が重

視されていた。具体的には，どういった対象へどういっ

た場面で用いられる文章なのかという基準がみられ，社

会的機能を重視して作文を学習させるという意図が窺わ

れる。

一方，内容による分類として現在の日本で広く用いら

れているのは日本十進分類法である。これは（第６版以

降は）日本図書館協会が改訂した，内容に基づいた分類

法であり，第１次区分表（類目表）として０から９まで

の10カテゴリに分類されている。その細分として第２次

区分表（綱目表），第３次区分表（要目表）があり，３桁

の数字で表現することを基本とする（もり原編 日本図

書館協会分類委員会改訂, 2018）。例えば，教育課程や学

習指導は375（社会科学３，教育７の５）と分類され，そ

のなかでも国語科，国語教育の書物はさらに下位の分類

で375.8となる。

日本十進分類法は学術書などノンフィクションの内容

についてはその主題に基づいて細分化されている一方

で，本研究で扱う日本文学の小説・物語（913）について

は相対的に分類が詳細化されていない。明治期以前の古

典文学については作品ごとに番号が振られるものがある

など比較的詳細な分類があるものの，近代以降は一分類

（913.6）にされ，個別の作品ごとの内容によって分類さ

れてはいない。

上述した岸（2019）では小学校・中学校の学習指導要

領に基づき説明的な文章と文学的な文章という分け方を

示している。説明的な文章には説明文・論説文・評論文

が含まれるとしている。一方で，文学的な文章にはエピ

ソード的知識が含まれる物語文があるとしている。しか

しながら，物語文にはどういったジャンルが含まれるか

についての記述はなく，相対的に検討が進んでいないよ

うである。

そのなかで，叙述内容や表現対象に基づいて物語の

ジャンルを捉え，それを読書教育に適用している例があ

る。Fountas & Pinnell（2012）は，彼女らが推進するワー

クショップ形式の読書教育の一つとして，ジャンルに関

する指導（ジャンル研究）を扱っている。彼女らは，読

み手がジャンルを理解することで，その知識を利用し，

文章を分析的・批判的に読むことができ，文章の理解を

促進するとしている。

そのFountas & Pinnell（2012）では叙述内容や表現対象

に基づいて文章を分類している。彼女らの分類（Fountas

& Pinnell, 2012, p. 20）は散文や韻文という文章がフィク

ションとノンフィクションに分かれるとしている。ここ

で扱うフィクションは，事実ではなく，想像に基づく物

語文であり，場面，登場人物，問題，出来事やエピソー

ド，問題解決といった要素が含まれるものと定義してい

る。彼女らの分類ではフィクションはさらに現実的世界

（realism）とファンタジー（fantasy）に分けられる。さら

に，現実的世界は読者が生活している環境・時代を舞台
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とした内容（realistic fiction）と，過去を舞台とした内容

（historic fiction）に分かれる。また，ファンタジーは，民

話やおとぎ話，寓話，叙事詩，神話が含まれる伝統的な

文学（traditional literature）と，動物やローファンタジー，

ハイファンタジー，サイエンス・フィクションが含まれ

る現代ファンタジー（modern fantasy）に分かれる。

彼女らは，各ジャンルを構成する要素を詳細に示した

うえで，その特徴を深く理解できるよう，適切な設問や

活動を示し，読者となる子どもにジャンル知識の形成を

促している。

読者が認識するジャンル――認知的ジャンル

ジャンルの定義はジャンルを扱う意図や研究背景に

よってさまざまである。ジャンルは文章の著者と読者，

特定のトピックや抽象化の度合いのなかで起こるもので

あり，社会的・文化的文脈に密接に関わり流動的なもの

とされることからも（Baumann & Briggs, 1990; Paltridge,

1997），ジャンルの定義が一義的に決まらないことは当

然であろう。

しかし，これまでジャンルを扱った研究では，専門家

が専門知識に基づいて特定の目的のために作成や分類が

なされたものが多い。国語・読書教育において児童・生

徒に幅広い種類の文章を読ませたいと考えるときに，よ

り専門的な分類だけに基づいて教材を選択するだけでは

なく，読み手が小説・物語に対して認識しているジャン

ルやその種類ごとの読書頻度の多寡をみて選択すること

も重要だろう。そこで本研究では読者が小説・物語に対

して認識するジャンルを認知的ジャンル（cognitive

genre）として定義し，その特徴を検討する。

小川（1986）は，高校生の読書行動と他の余暇活動と

の関連を調べる研究のなかでジャンルごとの読書行動に

ついて扱っている。この研究では，著者が用意した10個

のジャンルの本について，参加者に対しどの程度の頻度

で読んでいるかを尋ねた。その結果，日本文学や海外文

学が多く読まれ，古典が読まれていないという結果を示

している。この読書頻度のデータに対し，因子分析を実

施したところ，２因子を抽出し，文学性因子とノン・フィ

クション因子と名付けている。また，因子負荷量のプ

ロットやクラスタ分析の結果からは，娯楽，実用，文学

という３グループがあることを示している。

小川（1986）の結果は，読者のジャンル別の読書行動

を示しているが，どういったジャンルがあると認識され

ているかという点については明らかにされていない。こ

の研究では，ジャンル同士の関係性を示すことはできる

が，著者が示したジャンルのなかに限定される。ここで

は10個のジャンルが娯楽，実用，文学に分かれることを

示しているが，教育・学習目的の作品選びの手がかりと

して，読者の認知的ジャンルが10個で網羅されているか

どうかは不明である。また，どのようなジャンルに対し

てどのような作品が該当すると考えるのかについて，研

究者と一般読者の認識が一致している保証もない。現実

の読者の読書行動や教育・学習の目的も踏まえて多様な

物語を提供するためには，読者自身が読書行動を通じて

形成したジャンルの認識，すなわち，認知的ジャンルを

明らかにする必要がある。

読者が認識するジャンルについて，例えば，読書コミュ

ニティサイトでは，それぞれの小説・物語についてタグ

を付けて，その内容のレビューが行われたりしている。

例えば読書ログ（http://www.dokusho-log.com/）では『時

をかける少女（筒井康隆著）』に「SF，心理，恋愛，小説，

映画，短篇集，笑える，YA（ジュブナイル）」といったタ

グが使われている。このようなタグはウェブサービスの

提供者が用意したものだけでなく，ユーザーから自発的

につけられるものもあるようである。このようなタグ付

けの文化は，読み手の認知的ジャンルの特徴を明らかに

する手がかりとなるかもしれない。

本研究の目的

国語教育や読書教育の場面では，幅広い種類の文章を

読ませるという意図があり，学校教科書においては，大

きな枠組みとして複数の種類の物語が設定されている。

読者にどういった種類の文章を読ませるか考えるときに

読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定
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ジャンルは有効なリファレンスとなりうるが，ジャンル

に関するこれまでの研究では，専門的知識に基づく分類

や形式的な分類，研究者の設定に基づく分類が多く，読

み手がもっている認知的ジャンルに基づくものは見られ

ない。

そこで本研究では，小説・物語の説明表現をタグとし

て利用し，読書行動に関する調査のなかで日常的に読む

物語や小説の内容にどのようなタグが当てはまるのかを

尋ねることで，読者のもつ認知的ジャンルの特徴を明ら

かにすることを目的とする。具体的に，調査１では，利

用可能性の高いタグを明らかにするために，小説・物語

の内容説明に用いることのできるタグを選択させる調査

を実施した。単によく読む本を対象とするだけでは偏り

があることも想定された。そこで，さまざまな物語の内

容をカバーできるように，調査結果に基づき専門家の合

議によってタグの選定を行った。

調査２では，読者がおすすめする小説を尋ねる調査を

実施し，その小説にどういったタグが当てはまるかにつ

いて，調査１で選定したタグを選択させた。ひとつの小

説に対してタグを複数選択させることを認めることで，

特定の小説にどういったタグが付与されるのかが明らか

となるとともに，タグ選択の共起パターンからタグ間の

類似性も分析できる。このデータを複数の観点から分析

をすることで，読者の認知的ジャンルの特徴を探索的に

検討した。

調査１

目的

読者の認知的ジャンルを探索するにあたり，多くの人

に共通し，利用可能性の高いタグを収集することを目的

とした。具体的には，大学生が，自分が読んでいる物語

の内容をどういったタグとして認識しているかを調査

し，認知的ジャンルの測定に有効であると考えるタグを

選択した。

方法

調査協力者 関東にある３つの大学に在学中の18歳か

ら25歳の大学学部生・大学院生37名が参加した。このう

ち大学学部生は24名（女性15名，男性９名）で大学院生

は13名（女性７名，男性６名）という構成であった。な

お，調査１と調査２は法政大学文学部心理学科・心理学

専攻倫理委員会の承認のもと行われた（承認番号

19-0120，承認日2019年11月20日）。

調査項目 物語を分類するタグとして，形式的側面で

はなく，主に内容的側面が反映されると考えられる63個

の選択肢を用意した。具体的にはFigure 1に示す。これ

らのタグは書店や図書館，教科書で使用されているもの

を広く集め，比較的広く知られているであろうものを国

語教育，言語学，心理学を専門とする複数の著者の合議

のうえ探索的に選択した。これらの選択肢のなかには比

較的類似する内容を反映する可能性があるタグ（e.g.,

ユーモアとコメディ）も含まれていたが，調査協力者が

より日常的に使用している言語表現を明らかにするため

に両者を含めるようにした。なお，選択肢の提示順序を

ランダムに並べ替えたバージョンを４つ作成し，協力者

毎に異なるバージョンを提示することで順序効果を相殺

した。

調査では，63個のタグを提示したうえで，教示として

協力者に次のような内容を書面で提示した。まず，協力

者に今まで読んだことのある物語をできるだけたくさん

思い浮かべさせた。次に，その物語の内容を人に紹介す

る時，自分なら使いそう，あるいは使えそうな表現を選

択肢の中からすべて選ぶよう指示した。思い浮かべる物

語の数は個人により自由で，複数の物語を思い浮かべた

場合には，それぞれ当てはまるものをすべて選択するよ

う指示した。また，63個のうちに適切なタグがない場合

には自由記述欄に書くように指示した。

タグの設問に加え，協力者の読書習慣についても尋ね

た。項目は平山（2015）を参考に，１週間のうち読書を

する日数，１日の平均読書時間，１ヶ月の読書冊数を尋

ねた。また，物語を読むことがどの程度好きかについて

６件法（１：全然好きではない，6：とても好きである）

で尋ねた。最後に，所属，年齢，性別を尋ねた。
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手続き 調査は2019年11月に実施した。各大学で協力

者が受講する授業内で調査用紙を配布のうえ実施した。

参加者は口頭での教示を受けた後，自己ペースで回答し

た。回答は10分程度で終了した。

結果と考察

調査協力者の読書習慣 読書習慣に関する項目に対す

る協力者の回答の記述統計量はTable 1のとおりである。

平山（2015）では2006年と2012年の合計として1週間の平

均読書日数が1.38日，１日の平均読書時間が21.67分，

１ヶ月の平均読書冊数が2.00冊であった。読書時間や冊

数は本研究のほうが多いが，読書日数は短かった。物語

を読むことへの好みについては平均値が4.86，歪度が

-0.79と右に歪んだ分布となっており，読書行動に対し

肯定的な印象をもっている協力者が多かったと考えられ

る。

タグの選択 この調査においては全協力者が複数個の

タグを選択していた。同一の協力者が複数の選択肢を選

んだということは，ひとつの物語が複数のタグにまたが

るか，ひとりの人が複数の物語をまとめて思い浮かべた

ことが考えられる。したがって，同時に選択された複数

の選択肢には，ひとつの物語へのまとまりやすさや同一

人がそれらのタグが当てはまる物語を読もうとする興味

など，何らかの共通性があることが示唆される。そこで，

タグの共起頻度からユークリッド距離を計算し，Ward法

による階層的クラスター分析を行った。枝の高さの変化

からみて５クラスターに分けた。分析から得られた樹形

図をFigure 1に示す。Figure 1のタグの右には，選択され

た頻度とその割合（選択率）を示している。

これらの結果も踏まえ，調査２で使用するタグの選出

をおこなった。まず，調査協力者による選択の割合が高

かったタグに着目した。認知的ジャンルを明らかにする

には，多くの読者が使用するタグが調査項目に含まれて

いなければならないと考えたからである。選択の割合が

.50を超えたものは，「ミステリー」「恋愛」「ファンタジー」

「推理，「日常」「青春」「学園もの」「サスペンス」「SF」

「ライトノベル」「異世界」の11個であった。これらのジャ

ンルの多くはクラスター分析では，第1クラスター

（Figure 1-(1)）に含まれていた（SFとファンタジーは

Figure1-(5)）。このうち「推理」は「ミステリー」に，「学

園もの」は「青春」に，「異世界」は「SF」に含まれると

判断し，いずれも後者のほうがより広い内容を包含でき

ると考え最終的な選択肢タグとした。また，「ライトノ

ベル」は定義が曖昧であり，内容的な側面よりもキャラ

クターを読者に伝える性格が強い（下條, 2018），会話体

が多い，イラストが含まれるなど形式的な要素によって

分類されることもあることから，内容を区分するタグで

はないと考えて調査２のタグからは除外した。

選択率の高いタグは読者の認知的ジャンルに含まれて

いる見込みが高い。しかし，タグの選択率が高くなくと

も広く認識されているジャンルもあると考えられる。例

えば，古典的な文学作品は，自分では読まないが，その

ようなジャンルがあることは十分に認識している可能性

がある。調査協力者に自身が読んでいる作品を尋ね，タ

グの選択頻度を調べるだけではこの種の認知的ジャンル

を明らかにすることは難しい。そのような観点から，よ

り幅広く内容をカバーできるタグを揃えるために，クラ

読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定
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Table 1 読書習慣の記述統計量（調査１，n＝37）

平均値 標準偏差 最小値 最大値 歪度 尖度

１週間の読書日数（日） 1.95 2.11 0 7 1.21 0.43

１日の読書時間（分） 40.41 49.78 0 240 2.33 5.98

最近１ヶ月の読書冊数（冊） 3.92 9.93 0 60 4.89 24.57

物語を読むことへの好み1 4.86 1.16 2 6 -0.79 -0.19
1 １から６の６件法で値が大きいほど好む
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Figure 1 クラスター分析から得られた樹形図

タグの右にある数値はそれぞれ選択頻度と選択率を示す。



スター分析の結果を参照しながら，著者間で合議のうえ

選択頻度が.50以上でないタグも選択した。

第１クラスターに含まれていた「コメディ」は，選択

割合が高いものが集まるクラスターに含まれていたこ

と，他のタグには無い要素（笑い，おかしさ）を含んで

いると考え，タグとして採用した。第２クラスター

（Figure1-(2)）には娯楽作品全般が含まれていたが，特

定の内容ではなく，選択の割合が低いものがまとまって

いた。このなかからは「政治」と「企業」が他のクラス

ターには含まれにくい内容であること，そして比較的新

しい作品を指すタグとして採用した。第３クラスター

（Figure1-(3)）は，文学作品や時代的に古い内容を扱う

ものが比較的多かった。このことを勘案し，「古典」と「歴

史」を選出した。また，調査１では細分化した文学作品

をタグとして提示したが，選択肢となるタグが多すぎる

と判断が難しくなることを勘案し，「文学」というタグに

まとめた。第４クラスター（Figure1-(4)）は，娯楽作品

の中でも活動性が高い内容が含まれていると考えられ

た。このクラスター内から選択の割合が高かった「ホ

ラー」と「アクション」を採用した。上述のとおり，第

５クラスター（Figure1-(5)）には使用率の高かったSFと

ファンタジーが含まれており，その２つを採用した。

調査１では，自身の読んでいる物語にどのようなタグ

が当てはまるかを尋ねた。その結果，選択率が高いいく

つかのタグがみられた。しかし，具体的な作品名を挙げ

ずに，読んでいる小説・物語をイメージして回答できる

手続きでは，実際の物語にうまく適用できるかは明らか

でない。イメージの上ではこれらのタグを使えると思っ

たが，特定の小説・物語作品に当てはめようとしたら使

えないということもありうる。調査２では，特定の小

説・物語に限定して当てはまるタグを尋ねることで，読

む頻度に関わらず認識されているジャンルについても探

索する。

調査２

目的

読者である協力者におすすめの小説を尋ねる調査を実

施し，その小説にどういったタグが当てはまるかを，調

査１で選定したタグを用いて回答させた。タグの選択傾

向から，読者が認識するジャンルと，その特徴を明らか

にすることを目的とした。

方法

調査協力者 18歳から65歳の成人324名が調査に協力

した。調査は大学の授業内での募集に加え，その他の方

法でも募集したため，大学学部生（女性226名，男性76名，

性別無回答４名），大学院生（女性６名，男性９名）のほ

かに，会社員１名（女性），非常勤講師１名（女性），無

職１名（男性）が含まれていた。協力者の第一言語は日

本語が320名であったほか，中国語が２名，韓国語とベト

ナム語がそれぞれ１名であった。

調査項目 調査は「あなたがおすすめする小説」とい

うタイトルで，今まで読んできた小説のなかでおすすめ

のものを尋ねるとともに，調査１と同様に読書習慣等も

尋ねた。

おすすめの小説については，小説のタイトルを尋ねた

うえで，分かる場合には著者名を回答させた。続いて，

その小説の内容を表す言葉として，調査１で選定した15

個のタグから適切なものをすべて選択させた。もし，調

査協力者が適切なタグがないと判断した場合には，その

他の欄に自由記述で回答させた。さらに，この小説のお

すすめの理由について自由に記述させた。このおすすめ

小説の設問について，一人の調査協力者あたり最大３つ

まで回答することが可能であった。

おすすめ小説の設問のあとに協力者の読書傾向を知る

ために調査１と同様に読書習慣等や年齢，性別を尋ねる

とともに，学生に限定しないオンライン調査であったた

め，現在の職業，最終学歴，第一言語についても尋ねた。

手続き 調査は2019年12月から2020年１月に実施し

た。調査協力については，大学の授業等でアクセス用の

読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定
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アドレスおよびQRコードを付した募集用紙を配布し，

広く依頼した。授業で依頼したほか，大学内で調査募集

の掲示もおこなったり，興味をもったりした協力者が知

人に紹介することも認めていたため，協力者は大学生に

は限定されなかった。

調査はオンラインで実施した。調査協力者は，アクセ

ス用のアドレスおよびQRコードを通じて調査フォーム

へ入り自己ペースで回答した。調査開始時に調査への説

明を行い，協力に同意するもののみが調査を開始した。

また，調査終了時には，データ登録後には個人が特定で

きない形式となるために，事後の撤回はできない旨を記

述し，承諾した者のみがデータ登録をして調査を終了し

た。調査は登録する小説の数などによって異なり，それ

ぞれ５分から10分程度であった。

結果と考察

分析前の処理 調査２では，１人の協力者が１−３つ

の作品まで任意の数の作品を登録することが可能であっ

たため協力者によって登録数が異なった。また，協力者

によっては個別の作品を指しているのか，シリーズ全体

を指しているのか不明瞭な回答もみられた（e.g., ハ

リー・ポッター）。本研究ではシリーズ全体を同一の物

語世界を指すものとみなした。同一の物語世界において

はおよそ当てはまるタグも同一であると考えたためであ

る。シリーズもののうちの個別のタイトルを明記した回

答もみられたが（『ハリー・ポッターと賢者の石』），これ

らもシリーズ全体を指す回答に統合した。誤字等による

表記ゆれがあるものは正式な作品名に名寄せした。

登録件数 調査で作品を１つ回答したのが175名，２

つ回答したのが54名，３つ回答したのが95名であった。

その結果，568個の物語が登録された。

調査協力者の読書習慣 以降の分析では，日本語を第

一言語とする大学生・大学院生317名を対象とした。ま

ず，読書習慣に関する項目に対する協力者の回答の概要

はTable 2のとおりである。これらの結果は調査１で示し

た結果と概ね一致していた。調査２においても，物語を

読むことへの好みについて平均値が4.75，歪度が-0.91

と右に歪んだ分布となっており，読書行動を肯定的に捉

える学生が多く回答に協力したことが示された。

タグの使用率と占有率 自身が挙げたおすすめの小説

に対して付与したタグの使用率と占有率をFigure 2に示

す。使用率は読者数が多いタグが必然的に高くなる。一

方で，使用率は低くても独自のジャンルと認識されるタ

グも存在する可能性がある。そのようなタグを明らかに

するために，あるタグが選択された際に，同時に選択さ

れたタグの総数で割り，その値をそのタグが使用された

ケースの中で平均したものを占有率と定義した。占有率

は，ある小説をそのタグでしか表現できない（他のタグ

が同時には選択されにくい）ときに大きな値になり，他

のタグによっても表現できる（他のタグも同時に多く選

ばれる）場合には小さな値になる。なお，計算の際，回

答数が１のケースは占有率が必ず１となるため分析から

は除外した。

使用率の上位は日常，ミステリー，恋愛であった。調

査１は普段読んでいる物語に当てはまるタグを網羅的に

選択することを求め，調査２ではおすすめの小説に限定

してそのタグを尋ねており，直接的な比較はできないも
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Table 2 読書習慣の記述統計量（調査２，n＝317）

平均値 標準偏差 最小値 最大値 歪度 尖度

１週間の読書日数（日） 1.40 1.69 0 7 1.49 1.81

１日の読書時間（分） 40.81 50.00 0 360 2.43 8.53

最近１ヶ月の読書冊数（冊） 6.42 4.86 1 19 0.50 -1.01

物語を読むことへの好み1 4.75 1.30 1 6 -0.91 -0.02
1 １から６の６件法で値が大きいほど好む



のの，特に上位は概ね同様の順位となっている。占有率

については，使用率の低かった「古典」タグの占有率が

最も高かった。このことは，古典と認識される作品は，

他のタグと共起せず，単独のタグがつけられる傾向があ

ることが示される。使用率と占有率の順序が類似しない

という結果は，小説の内容が，少数のタグに集約される

ようなものと，複数のタグにまたがるように認識される

ものがあることを示す。

タグの関係性 タグの使用頻度についてピアソンの相

関係数を計算した結果をFigure 3に示す。係数が＋１に

近いほど２つのタグが同時に選ばれることが多く，−１

に近いほど片方が選択されるときにもう１つは選択され

にくいことを示す。全体的に絶対値は小さいが，サスペ

ンスとホラーで中程度の正の相関がみられた（r＝.27）

ほか，政治とアクション（r＝.26），サスペンスとミステ

リー（r＝.25）でも中程度の正の相関がみられた。一方

で，ファンタジーとミステリー（r＝-.19）や日常とミス

テリー（r＝-.18）といったように弱い負の相関がみられ

たものもあった。

一般的知識から判断して，サスペンスとホラーが共起

読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定
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Figure 2 タグの使用率と占有率（上位15個）

バーの左右にある値はそれぞれの確率を示す。



しやすいとか，ファンタジーとミステリが共起しにくい

といったように解釈可能な相関関係もあるが，政治とア

クションの関係など解釈が難しいものもあった。この結

果には，調査２の調査協力者が挙げた特定の作品（『図書

館戦争』（有川浩著））が影響しているかもしれない。た

だし，政治と選択された17ケースのうち４ケース，また，

アクションとして選択された34ケースのうち９ケースが

『図書館戦争』となっていたため，この例のみによって説

明されるものではないと考えられる。

タグ同士の関係性を視覚的に捉え，認知的ジャンルの

構造を探索するために非計量的多次元尺度法を実施し

た。Figure 2に示した相関行列の値から１を引き非類似

度行列を求め，RのveganパッケージにあるmetaMDS関数

を用いて実施した。解釈容易性を踏まえ，２次元で付置

したものをFigure 4に示す。非計量的多次元尺度法では，

データから推定された布置の当てはまりの良さとしてス

トレス値を計算し，その値が小さいほど推定された布置

がデータによく当てはまっていると判断される（Kruskal,
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Figure 3 タグ使用の相関

対角より右上にある円の大きさは係数の絶対値の大きさを，明るさは正負を示す。係数が＋１に近いほど組み合わせ

たタグが共起することが多く，−１に近いほど共起することが少ないことを示す。



1964）。例えば，20％では悪い，５％で良い，2.5％で非

常に優れているという目安とされる。この調査ではラン

ダムな初期値で計算をくり返して安定した解を探索した

が，最小で18.8％にとどまり，当てはまりが良いとは言

えなかった。

その点に留意しつつ，各タグの布置を踏まえると２つ

の方向性から解釈できる。一つ目の方向性（点線）は感

情価に関連するものである。例えば，原点から左上方向

にネガティブな感情に関連する内容が含まれそうなタグ

（サスペンス，ミステリー，ホラー）があり，右下方向に

はポジティブな感情に関連する内容が含まれそうなタグ

（青春，恋愛）があると読み取れる。二つ目の方向性（破

線）は日常性に関連するものである。例えば，原点から

左下方向には大学生の読者の日常からは遠い内容が含ま

れそうなタグ（歴史，政治）があり，右上方向はより大

学生の読者の日常に近い内容が含まれそうなタグ（日常，

青春，恋愛）があると解釈できる。

小川（1986）では，ジャンルの分類が文学性因子とノ

ン・フィクション因子に分かれたり，娯楽，実用，文学

というグループに分かれたりすることを示した。しか

し，小説・物語に限定した本研究では，小川（1986）で

文学性が低い娯楽としてまとめられていた推理（本調査

ではミステリー）や青春，SFは共起することは少なく，

多次元尺度構成法における布置も離れていた。したがっ

て，小説・物語の内容という枠組みのなかでは，異なる

ジャンルと認識していると解釈できる。

人気作品のタグ分類 回答のなかには複数の協力者が

共通して挙げた作品があった。そのような作品につい

て，各調査協力者がその作品に対してどのようなタグを

選択したかを調べることで，認知的ジャンルの個人差を

読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定
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Figure 4 タグ類似性に関する二次元プロット



探索する手がかりが得られる。７名以上から回答の得ら

れた作品の各タグの使用率をTable 3に示す。

複数から回答を得たものであるものの，サンプルサイ

ズが小さいため解釈には注意が必要であるが，『君の膵

臓をたべたい』（住野よる著）や『こころ』（夏目漱石著）

では選択されたタグが２-３個に収まっていた。一方で，

『図書館戦争』（有川浩著）や『ハリー・ポッターシリー

ズ』（J. K. ローリング著）では広範なタグが選択されて

いた。これは読者によって異なる側面を重視することが

考えられるほか，シリーズものであることも踏まえると，

多様な要素が含まれる物語であることが考えられる。

総合考察

本研究では，読書行動に関する調査を行い，日常的に

読む小説・物語にどのようなタグが当てはまるのかを尋

ねることで，読者のもつ認知的ジャンルの特徴を検討す

ることを目的とした。調査１で，物語を紹介する際に利

用可能性の高いタグを選択した。調査２では，読者がす

すめる小説を尋ねる調査を実施し，その小説がどのタグ

に当てはまるかを選択させた。これらのデータを多角的

に分析することで，読者がもつ認知的ジャンルを探索的

に検討した。

これまでのジャンルに関する研究では専門的知識や形

式的な側面に注目することが多かったが，本研究では読

者が認識しているジャンル（認知的ジャンル）に焦点を

当てた。本研究では，小説・物語の内容に基づくジャン

ルという方向づけでの調査を実施しており，日本十進分

類法や小川（1986）でもみられていた形式的な分類とは

異なるものが得られた。分析から推測される認知的ジャ

ンルは，これまでの研究で示されてきたジャンルとの比

較や，専門的知識に基づくジャンルや形式に基づくジャ

ンルとのずれを補う役割があると考えられる。

本研究では多次元尺度構成法の結果を，感情価と日常

性という二つの方向性で解釈した。当てはまりが十分に

良いとは言えない結果ではあるものの，このような二つ

の方向性は読者の認知的ジャンルの基盤と考えることが

できる。

文学作品の内容に基づく分類はFountas & Pinnell

（2012）で行われていたが，彼女らの分類は経験則的にな

されており，実証的検討は行われていなかった。そのな

かで多次元尺度構成法の結果はその分類に一定の妥当性

を与える。Fountas & Pinnell（2012）はフィクションの

ジャンルが現実的世界とファンタジーという二つに分類

されるとしているが，これは本研究で示した日常性を反

映するとも解釈できる。

日本十進分類法では，近代以降の文学作品は一つにま

とめられているが，本研究の結果からは，そのジャンル

は一つとは言えない。本研究の結果は，大学生を中心と

した年代の認識であるという限界はあるものの，ジャン

ルを感情価と日常性に基づいて分類することが，読者の

認知的ジャンルに近く，利用者も理解しやすいものとな

るかもしれない。
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Table 3 複数回答の得られた作品の各タグの使用率

タイトル（回答数）

SF

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン

ホ
ラ
ー

文
学

歴
史

古
典

ミ
ス
テ
リ
ー

青
春

コ
メ
デ
ィ

日
常

恋
愛

サ
ス
ペ
ン
ス

政
治

企
業

ス
ポ
ー
ツ

君の膵臓をたべたい(n＝16) 0 0 0 0 0 0 0 0 .81 0 .44 .69 0 0 0 0

図書館戦争シリーズ(n＝11) .18 .18 .82 0 .09 0 0 0 .09 .27 .36 .73 0 .36 .09 0

告白(n＝9) 0 0 0 .11 0 0 0 .56 .11 0 .11 .22 .67 0 0 0

獣の奏者シリーズ(n＝8) 0 .88 .12 0 .12 0 0 0 .12 0 0 .12 0 .25 0 0

こころ(n＝7) 0 0 0 0 .86 0 0 0 0 0 0 .43 0 0 0 0

ハリー・ポッターシリーズ(n＝7) .14 1.00 .29 0 .29 0 0 .14 .43 0 0 .14 0 0 0 0



教材の選択という観点から本研究の結果を考えると，

社会的状況に関連する要素を含む物語があまり読まれて

いないことを指摘できる。大学生・大学院生の読者はミ

ステリー，恋愛，ファンタジーといった内容は多く読ん

でいる一方で，古典，企業，政治といった内容を見出す

小説・物語はあまり読んでいなかった。古典は授業で取

り上げられるために認知的ジャンルと捉えているもの

の，読書の対象としては選ばれにくいのだろう。また，

企業や政治は物語としては取り上げられにくいのかもし

れない。認知的ジャンルと捉えているものの，読むこと

は少ないものがあるという事実は，読書案内や読書教育

の中でそれらの認知的ジャンルに属する教材を選択する

ことで，読者の人格や教養の醸成をさらに推し進めるこ

とができることを示唆する。その意味では，Fountas &

Pinnell（2012）が提案する方法も踏まえ，文学作品を読

む際に，認知的ジャンルや，そのなかにある日常性や感

情価を意識させたり，各ジャンルの物語を比較する読み

方から，その特徴を理解させたりしていく授業も有効だ

ろう。

調査２からは，特定の小説から認識するジャンルには

作品差や個人差があることが示唆された。調査２の結果

はサンプルサイズが小さいため結論が得られるものでは

ないが，比較的多数のタグが選択される作品と少数のタ

グが選択される作品があった。特定の小説・物語からど

のようなジャンルを認識するかは各作品がもつ要素と，

読者個人がもつ要素の相互作用によって決まると考えら

れる。ジャンルの作品差や評定者の個人差が認知的ジャ

ンルの構築にどのような影響を与えるのかを検討するこ

とは今後の課題のひとつである。

留意点として，本研究で用いた15個のタグがあらゆる

文脈において認知的ジャンルを代表するとは限らないだ

ろう。本研究では国語教育，言語学，心理学に関わる専

門家が多くの人に共通し，利用可能性の高いと考えたタ

グを選択した。しかし，特定の対象者や興味に基づいて

認知的ジャンルを知りたい場合には，この15個のタグに

限定する必要はないといえる。加えて，調査に用いたタ

グがそのまま認知的ジャンルを示すわけではないことに

も注意が必要である。タグは認知的ジャンルを代表する

ような説明表現だと考えられる。しかし，その表現にど

ういった内容を含むのかには個人差もあると推測され

る。

これらの留意点を踏まえると，目的に応じて調査１の

結果から別のタグも選択したり，特定のクラスタやタグ

を併合して利用したりすることで，そのときに対象とな

る読者の認知的ジャンルをカバーできるようにすること

が有用だろう。

認知的ジャンルとその背後にある認識の構造をより包

括的に検討するには，各作品の形式的特性と読者の評価

の両側面を対応づけるように情報を集約することが有効

である。そのような情報を収集することで，読者の小

説・物語に対する認識の構造が明らかになるとともに，

実情に応じた適切な教材を選択するための指標としても

役立つだろう。さまざまな小説・物語作品についての形

式的特性と読者の評価を集めたデータベースを作成する

ことが望まれる。

付記

本研究はJSPS科研費20H01764の助成を受けたもので

す。また，本研究の一部は日本心理学会第84回大会で発

表されたものです。
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Abstract

Teaching Japanese and reading requires students to read a wide variety of texts. However, to determine the kind of texts to

read, it is necessary to know not only the classification of texts based on expert knowledge but also the way readers perceive and

classify texts. This study explored how readers perceive stories, according to genre (i. e., the cognitive genre). First, we

conducted a survey asking readers what tags describe the content of stories. We then conducted another survey asking which

stories readers would recommend to read and which tags were applied to the stories. Throughout the study, we showed that, in

addition to genres that are applied to popular works, genres that are seldom read are independently recognized. In the analysis of

the relationship of tag, we discussed similarity and exclusivity of each genre. Although these characteristics of cognitive genre

have not received much attention in previous genre studies, we believe that they provide useful insights into material selection in

education.

Keywords: reading, stories, cognitive genre


